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経済企業委員会会議録 

 

令和３年１２月１４日 火曜日 

  午前１０時０１分開議 

  午前１１時４６分閉議（実時間１０１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１３２号・令和３年度八代市一般会

計補正予算・第８号（関係分） 

１．議案第１５８号・令和３年度八代市一般会

計補正予算・第９号（関係分） 

１．議案第１３９号・令和３年度八代市水道事

業会計補正予算・第１号 

１．議案第１４０号・令和３年度八代市簡易水

道事業会計補正予算・第 1号 

１．議案第１４５号・指定管理者の指定につい

て（八代高等職業訓練校） 

１．議案第１４６号・指定管理者の指定につい

て（八代市がらっぱ広場、八代市こいこい

広場） 

１．議案第１４７号・指定管理者の指定につい

て（八代市日奈久温泉センター、東湯） 

１．議案第１４８号・指定管理者の指定につい

て（八代市産地形成促進施設東陽交流セン

ター「せせらぎ」、八代市農林産物等直売

施設「菜摘館」） 

１．議案第１４９号・指定管理者の指定につい

て（八代市総合体育館、八代市テニスコー

ト、八代市弓道場、八代市球技場、八代市

民プール、八代市民球場、八代市立武道

館、八代市相撲場） 

１．所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  増 田 一 喜 君 

副委員長  北 園 武 広 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  橋 本 隆 一 君 

委  員  堀 口   晃 君 

委  員  百 田   隆 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 農林水産部長     福 田 新 士 君 

  農林水産部次長   豊 田 浩 史 君 

  農業振興課長    田 島 功一郎 君 

 経済文化交流部長   和久田 敬 史 君 

  経済文化交流部次長 小 野 高 信 君 

  理事兼商工・港湾振興課長 田 中   孝 君 

  理事兼観光・クルーズ振興課長 南   和 治 君 

  東陽支所理事兼地域振興課長 小 堀 千 年 君 

  スポーツ振興課長  本 村 秀 記 君 

部局外 

  水道局理事兼局長  松 田 仁 人 君 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 

 

（午前１０時０１分 開会） 

○委員長（増田一喜君） それでは、定刻とな

り、定足数に達しましたので、ただいまから経

済企業委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

 なお、令和２年７月豪雨に関する特別委員会

の設置に伴い、令和２年７月豪雨に関連する予

算、事件、条例案等につきましては特別委員会

に付託となりますので、御承知おき願います。 

                              

◎議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計
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補正予算・第８号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、まず、歳出の第５款・農林水産業

費及び第１０款・災害復旧費について、農林水

産部から説明願います。 

○農林水産部長（福田新士君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り）農林水産部の福田でございます。 

 議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号中、当委員会に付託されまし

た農林水産部関係分で、農林水産業費、災害復

旧費におきまして、豊田農林水産部次長が説明

いたしますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）農林水産部、豊田でございます。 

 それでは、議案第１３２号・令和３年度八代

市一般会計補正予算・第８号中、農林水産部関

係につきまして、着座にて説明させていただき

ます。失礼いたします。 

 まず、予算書の説明に入ります前に、今回の

補正予算における人件費の補正予算内容につき

まして説明させていただきます。 

 今回の人件費補正予算の主な内容といたしま

しては、――要因といたしましては人事異動等

に伴う給料、諸手当の増減による影響分、そし

て、育児休業及び退職による影響分と、共済組

合負担金の率改定による影響分によるものでご

ざいます。 

 当初予算では、予算編成時点の職員数を基に

人件費を積算しておりますが、その後、翌年４

月１日の人事異動に伴う職員配置の変更により

まして、給料、諸手当などの増減が発生しま

す。このため、毎年度１２月に人件費の補正を

行っておるところでございます。 

 なお、本年度の人事院勧告に基づきます給与

改定につきましては、賞与の引下げ改定が勧告

されております。しかしながら、国におきまし

ては、極めて異例のこととしまして、本年の給

与改定を見送っているところでございます。 

 熊本県におきましても、同様に、本年の給与

改定を見送ったところでございまして、本市に

おきましても、県内各自治体の動向を注視しな

がら検討した結果、本年の給与改定を実施しな

いということとしております。 

 それでは、予算書に基づきまして説明いたし

ます。 

 予算書の１４ページをお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 款５・農林水産業費全体で、補正額１６６７

万３０００円を計上し、補正後の額を３６億６

９２０万５０００円とするものでございます。 

 ページが飛びまして、２５ページをお願いい

たします。 

 下段、款５・農林水産業費、項１・農業費、

目１・農業委員会費では、職員７人分の補正と

して、４１０万１０００円を減額補正しており

ます。 

 次の目２・農業総務費では、職員５２人分の

補正としまして、４６４８万２０００円を減額

補正しております。 

 理由としましては、人事異動による影響分に

加え、共済負担金率改定、職員１名の育児休業

によるものでございます。 

 ２６ページを御覧ください。 

 目３・農業振興費で、補正額６２５１万２０

００円を計上し、補正後の額を１１億１０６４

万１０００円とするものでございます。 

 説明欄のいぐさ・畳表生産体制強化緊急対策

事業は、いぐさ・畳表生産体制強化支援対策事

業補助金を活用しまして、作業の省力化や製品
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の品質向上等に必要な機械の導入に要する経費

の一部を補助するものでございます。 

 内容としましては、鏡い草機械管理組合を実

施主体として、イグサハーベスタ１台を導入す

るもので、事業費４４０万円のうち２２０万円

を補助するものでございます。 

 なお、特定財源としまして、全額県支出金を

予定しております。 

 説明は、次の担い手づくり総合支援交付金事

業（豪雨災害）につきましては、令和２年７月

豪雨に関する特別委員会での審議となりますの

で割愛いたします。 

 次の経営継承・発展支援事業は、国の経営継

承・発展支援事業補助金を活用し、将来にわた

って地域の農地利用を担う経営体を確保するた

め、後継者が経営を発展するための取組に要す

る経費の一部を補助するものでございます。 

 支援対象者は５名で、事業費６２９万６００

０円のうち５００万円を補助するものです。 

 なお、特定財源としまして、補助額の２分の

１の２５０万円は、全国農業会議所からの諸収

入を予定しております。 

 次に、目４・園芸振興費では、補正額７３１

万１０００円を計上し、補正後の額を３３４９

万５０００円とするものです。 

 これは、畑作構造転換事業補助金を活用し、

バレイショ生産の省力化や効率化に向けた機械

化体系導入に要する経費の一部を補助するもの

です。 

 内容としましては、株式会社タナカ農産が実

施主体として、バレイショ重量選別機を導入す

るもので、補助対象経費１４６２万３０００円

のうち７３１万１０００円を補助するもので

す。 

 なお、特定財源としまして、全額県支出金を

予定しております。 

 次に、目６・農事研修センター費では、職員

３人分の補正として２３０万５０００円を増額

補正しております。 

 理由としましては、職員１名分の休職による

減額要因がありますものの、人事異動、共済負

担金率改定による影響で増額での補正となって

おります。 

 次に、目８・農地費では、職員１５人分の補

正として９５万７０００円を増額補正しており

ます。 

 また、目１２・地籍調査費では、職員１４人

分の補正として７８１万２０００円を減額する

ものです。いずれも人事異動、共済負担金率改

定による影響が主なものです。 

 ２７ページをお願いします。 

 項２・林業費、目１・林業総務費では、職員

９人分の補正として５５４万３０００円を減額

しております。 

 次の目４・林道新設改良費では、職員２人分

の補正として１２万４０００円を増額しており

ます。いずれも人事異動、共済負担金率改定に

よる影響です。 

 最後に、項３・水産業費、目１・水産業総務

費では、職員５人分の補正として７４０万２０

００円を増額しております。こちらも人事異

動、共済負担金率改定による影響が主なもので

す。 

 それでは、ページが飛びまして、３４ページ

をお願いいたします。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目２・林道施設災害復旧費では、

補正額１億９８００万円を計上し、補正後の額

を７億４５７４万６０００円とするものです。 

 このうち、令和２年７月豪雨災害分を除き、

本年８月の大雨に伴う災害復旧事業の林道泉五

木線等４路線５３００万円は、９月専決で予算

化しました林道施設の設計委託により積算した

災害復旧経費を補正するものです。 

 総事業費５３００万円のうち、特定財源とし

まして、県支出金４２４０万円と市債充当率９
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０％の災害復旧事業債９５０万円を予定してお

ります。 

 なお、本事業は、国の災害査定が１１月に実

施され、令和４年１月頃の補助金交付決定を待

っての工事発注となりますことから、年度内完

了が困難となりますため、全額繰越明許費を予

定しております。 

 以上で、一般会計補正予算・第８号中、農林

水産部関係分の説明を終わります。御審議方よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 農林水産業費のいぐさ

・畳表生産体制強化緊急事業、御説明いただき

ましたけど、今回ハーベスタ１台導入、購入と

いうことでした。これまでも同じような事業が

ずっとあったんですけれども、何か違うという

のがあるんですかね、今回。たまたまプラスで

１台必要になったけん、今回という話なんです

か。どっちですか。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 先にです

ね、一斉にハーベスタ導入をしておりますが、

その事業とは別にですね、新たに１台、ここの

鏡のイグサ生産組合の方々が導入希望というこ

とで、それを導入する経緯でございます。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。引き続き

なんですけども、合計で、累計ちゅうか、何台

ぐらい今導入されとっとですかね。教えてもら

ってもいいですか。 

○農業振興課長（田島功一郎君） 農業振興

課、田島です。よろしくお願いいたします。 

 イグサのハーベスタにつきましては、平成２

９年度から３１年度の３か年にかけまして、八

代市で合計１０１台導入が完了いたしておりま

す。それに加えまして、今回１台の導入という

ことでございます。 

 ちなみに熊本県全体で申し上げますと、３年

間で１２３台の導入がされておりますので、今

回１台を合計しますと、全体で１２４台の熊本

県におきますイグサハーベスタの導入という形

になっております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。今回、事業主体のほうは鏡い草機械管理組

合さんということになってて、これリースのや

つだったですかね。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 今回の場合

はリース事業ではございません。一括して購入

いただいて、残りの分を生産組合のほうで負担

されるという事業内容でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ということは、必要な

方、個人のところが購入されるということです

よね。それでよかですかね。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 受益者、組

合の方々で負担されて使用されるという内容で

ございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 もう１件よろしいですか。 

○委員長（増田一喜君） はい。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。畑作構造

転換事業というのがあったんですけれども、こ

ちらのほうが、補助額は７３１万１０００円と

いうことでしたけども、この補助率は２分の１

で大丈夫ですかね。確認です。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） ２分の１を

上限としております。（委員野﨑伸也君「分か

りました。ありがとうございます」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） いいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（増田一喜君） 以上で、第５款・農

林水産業費及び第１０款・災害復旧費について

を終了します。 

 執行部入れ替わりのため小会いたします。 

（午前１０時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１６分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費、第９款・教育

費について、経済文化交流部から説明願いま

す。 

○経済文化交流部長（和久田敬史君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部の和久田でございま

す。 

 議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号中、経済文化交流部に関係す

る部分につきまして、小野次長が説明いたしま

すので、よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部、小野でございま

す。よろしくお願いします。 

 説明につきましては、着座にて説明させてい

ただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） それで

は、議案１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号中、当委員会に付託されまし

た経済文化交流部関係について御説明申し上げ

ます。 

 今回の補正予算では、人件費の補正も含んで

ございますが、給与改定等につきましては、先

ほど農林水産部のほうから説明がありましたの

で、ここでは割愛させていただきます。 

 それでは、議案第１３２号・令和３年度八代

市一般会計補正予算書・第８号の３ページをお

願いいたします。 

 款６・商工費、項１・商工費では９７７万４

０００円を減額しまして、補正後の額が２８億

８０５万７０００円となっております。 

 続きまして、４ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項７・社会教育費では２億５

１３６万８０００円を増額し、補正後の額が１

１億９９４８万３０００円となっており、この

うち経済文化交流部関係は４６６万９０００円

の増額でございます。 

 続きまして、項８・社会体育費では５７３万

円を増額しまして、補正後の額が４億２６５４

万９０００円となっております。 

 次に、２８ページをお願いいたします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目１・商工総

務費では、職員４３人分の補正として９７７万

４０００円を減額し、補正後の額が３億３１０

４万４０００円となっております。 

 主な要因といたしましては、人事異動等に伴

う減額、また、育児休業及び休職等による不用

額分の減額によるものでございます。 

 次に、３３ページをお願いいたします。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費でございます。 

 職員３人分の補正として１７２０万３０００

円を減額し、補正後の額が９４６５万４０００

円となっております。 

 主な要因といたしましては、人事異動等に伴

う減額によるものでございます。 

 １つ飛ばしまして、目６・文化財保護費でご

ざいます。 

 職員１４人分の補正として、２１８７万２０

００円を増額し、補正後の額が２億９１５２万

４０００円となっております。 

 主な要因といたしましては、お祭りでんでん

館開館に伴う人事異動等に伴う増額によるもの

でございます。 

 続きまして、款９・教育費、項８・社会体育

費、目１・社会体育総務費でございます。 
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 職員９人分の補正として２３６万７０００円

を増額し、補正後の額が９０６１万７０００円

となっております。 

 主な要因といたしましては、人事異動等に伴

う増額によるものでございます。 

 続きまして、目２・社会体育事業費で、補正

額１０５万円を増額し、補正後の額を７１３３

万５０００円としております。 

 特定財源といたしまして、全額スポーツ振興

基金繰入金を充てることとしております。 

 説明欄のバドミントンＳ／Ｊリーグ２０２１

熊本大会開催事業は、新規事業でありまして、

令和４年２月に予定されておりますＪＴＢバド

ミントンＳ／Ｊリーグ２０２１熊本大会（令和

２年７月豪雨災害復興祈念）の開催に伴いまし

て、新型コロナウイルス感染症対策により、大

会会場において、チームごとに選手控室を用意

する必要がありますことから、設営等に関する

経費を補正するものでございます。 

 内容としましては、看板等作成手数料１４万

８０００円、選手控室設営業務委託料９０万２

０００円でございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 目３・社会体育施設費でございます。 

 職員３人分の補正として２３１万３０００円

を増額し、補正後の額が２億６４５９万７００

０円となっております。 

 主な要因といたしましては、人事異動等に伴

う増額によるものでございます。 

 以上、経済文化交流部関係の補正予算につい

て御説明を申し上げました。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（成松由紀夫君） このバドミントンＳ

／Ｊリーグ、本村課長が一生懸命やられておる

ようでございますが、参加人数、──控室の設

営云々で１０５万で、９０万が何か設営費とい

うことなんですけど、その参加人数と大会規模

のちょっとイメージが湧かないんだけど、どれ

ぐらいの大会なんですか。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 まず、バドミントンのＳ／Ｊリーグでござい

ますけども、これにつきましては、社会人バド

ミントンチームのですね、トッププレーヤーが

所属する実業団チームでございます。男子のほ

うが１０チーム、そして女子のほうが１０チー

ムございまして、この２０チームでＳ／Ｊリー

グというのが、リーグ戦を行われているところ

でございます。 

 今回、もともとですね、熊本県熊本市内でで

すね、この２０チーム全て大会が行われる予定

だったんですけども、令和２年度ですね、豪雨

復興でですね、開催したい旨を県バドミントン

協会、そして日本バドミントン協会に伝えたと

ころですね、男女を５チーム、男子５チーム、

そして女子５チームを熊本市内、そして八代市

内で開催するという運びになったところでござ

います。当然この中には、東京オリンピックに

出られたですね、桃田選手だったりとか、福島

選手、嘉村選手とか、オリンピアンがですね、

ほぼほぼ全員含まれているというところでござ

います。 

 この諸室をですね、作る必要があったのは、

１チーム大体１５名から２０名のチームで構成

されて来られますので、どうしても総合体育館

に諸室がなかったものですから、諸室を作る必

要があったというようなところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（成松由紀夫君） すごい大会を誘致し

たねというような市民の声があって、私からす

るとね、むしろ費用対効果、桃田選手であった

り、嘉村選手も地元に凱旋みたいなことである
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と、非常にバドミントンの業界関係の方々が盛

り上がっておられるという。かなりの費用対効

果が見込まれると思うんですよ。それだけのメ

ンツが、オリンピアンがそろうと。 

 となると、もうちょっと予算ついてんのかな

という単純な。その単純な予算も、まちっとつ

けてよかっじゃなかかなという中に、１０５万

のうちの９０万はコロナ対策なんですっちゅう

話になると、そこはしっかり押さえた上で何か

会場のいろんな何と言うんですかね、設営する

ものもある程度設営物もかっちりしとかない

と、何か有名選手が来たけど体育館でバドミン

トンの練習しているようなね、合宿しているよ

うなすかすかの大会にすると、ちょっとあれな

のかなと思ったから。 

 まあ最小限に、災害の復興祈念であんまり派

手にはしたくないような担当課のイメージもあ

ったのかなとは思いますけど、それだけの大会

で予算もしっかり我慢してされるんでしょう

が、やっぱりやるときはやらないと。本村課長

にしても小野次長も、チャイニーズタイペイオ

ープン２０１９、市長がプレゼンターされたと

きの、あのイメージを頭に入れてるとね、やっ

ぱ来られる方、いろんな方々にお金をかけてき

らびやかにという意味ではないが、あの大会見

て感動した当時の思いを考えると１０５万で、

９０万がコロナ対策ですということになると、

大丈夫かなというちょっと心配をしたんだけれ

ども、そこは、来られる方々、それと地元の自

治体として恥をかかない程度のそういうような

大会運営を心がけていただければなというふう

に思います。和久田部長、よろしくお願いしま

す。（経済文化交流部長和久田敬史君「はい」

と呼ぶ） 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） 意見でよろしいです

ね。 

○委員（成松由紀夫君） はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か、質疑。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、関連にな

ります。八代では何試合あるんですかね。何試

合されるんですかね。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） 八代市で

開催される試合でございますけども、これ２日

間ございます。２日間ございまして、初日にま

ず３チームの試合ですね、３チームの試合。そ

して、同じく２日目も３チームの試合というよ

うなところでございます、はい。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。５日３チ

ームが試合するちゅうことは、これリーグ戦な

んですよね。ということは、３チームが全当た

りとかっていう話。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） 一応トー

ナメント式でですね。リーグ戦は行われなく

て、トーナメント式で行われるというようなと

ころで。トーナメント式で行われると試合数が

多くなりますけど、今回はトーナメントという

ことでございます。 

 決勝のほうが、熊本で行われるのは予選のト

ーナメントリーグまで、準決勝、決勝につきま

しては、東京の東京体育館で行われるというよ

うなところでございます。 

 以上でございます。（委員野﨑伸也君「そう

いうやり方ね」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 今回コロナの対策ということで、チームごと

に控室作るんですよということなんですけれ

ど、総合体育館の中にスペースありますか。ど

こに作るんですか。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） 今、既存

の部屋はですね、なるだけある部屋を有効利

用、活用しようということで、トレーニング室

だったりですね、そしてダンス室を今予定して



 

－8－

いるんですけども、どうしても足りない部分は

ですね、小アリーナのほうに間仕切りを作っ

て、それで８ですね、８チーム、間仕切りを作

ってですね、ちょっと上はないですけども、間

仕切りを作って、諸室を作る予定でございま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。あと、

有名選手のですね、方、来られるということだ

ったんですけども、できればその子供たちとか

との交流とかというのはないんですかね。 

 あわせて、チケット代とかというのもかかる

んだろうと思うんですけれども、そこら辺のと

ころを、子供たちに見せたいとかというのであ

れば何らかの対応も必要じゃないかなというふ

うには思うんです。せっかく来られるのであれ

ばやっぱり将来の子供たちに見せてあげたいな

というのは、私はそういう気持ちがあるんです

けど、そこら辺いかがですか。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） そうです

ね。野﨑委員がおっしゃるとおりですね、私ど

も職員も子供たちには見せていただきたいとい

うようなところで交渉はしたんですけども、ど

うしてもチケット収入を基に運営をされるとい

うことで、今回はですね、子供たちは、坂本、

被災を受けた小学校、中学校、そして熊本県バ

ドミントン協会のほうが芦北のほうもと言われ

ましたので、芦北、そして八代の坂本地区の小

学校、中学校の生徒をですね、約５０名ほど無

料で招待する予定でございます。 

 それと、八代のオープニングのときにです

ね、園田・嘉村選手の実技の指導だったりです

ね、もしかしたら、今、福島選手とも交渉中な

んですけれども、ひょっとしたら福島選手と、

今回の東京オリンピックに出られた園田・嘉村

選手、そして福島選手、この３人でですね、何

とかできないかというところで今交渉中でござ

います。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。先ほど

ですね、成松委員も言われたんですけど、ちょ

っと控室の関係も、何か小アリーナで、上がな

いところでとかって、ちょっと。やっぱもう少

しちょっと、立派とは言わないんですけど、ち

ゃんとしたところを選手ですね、トップレベル

の人たちなんで、やっぱリラックスしてという

か、ちゃんとした控室というのは必要じゃない

かなというふうには思います。 

 あと、先ほどの子供たちの観戦の関係、坂

本、芦北の子供たちには無料でっていう話だっ

たんですけれども、八代の子供たちもですね、

何とかチケット購入のときに何か補助とかです

よ、そういうところまで何か予算化できればな

というふうには思うんですよね、やっぱ。もう

少し検討できないのかなというふうには思うん

ですけれども。できる限り、何か予算つけてで

も何かそういうことができるようにですね、や

っていただきたいなというふうに思います。 

 以上です。今のは意見になります。 

○委員（成松由紀夫君） 課長、今、野﨑委員

も言ってるんだけど、要はＳ／Ｊリーグを引っ

張ってくるだけでも、大したもんて思うとです

よ、担当課はね。並々ならぬ苦労があって、こ

れだけのビッグ大会を持ってきて、まあフル大

会じゃなくて、１試合でも２試合でもっていう

中で、３チーム、３チームっちゅうことでね、

やるんだけど、ＡＢＣバドミントンとか、いろ

んな今までの八代は経験があるから、そういう

のを含めて考えると、もうちょっと予算ば取っ

てからね。大相撲巡業のときでも、ほら、小中

学生、ばっと２階席は埋めたりなんかしたんだ

けど、できる範囲で……。 

 できる範囲で、言われるとおり、坂本ちゅう

か豪雨災害の芦北、坂本の子供たち中心でとい

うところまでもう押さえてあるから、あまりい

ろいろ言う気はないんだけども、やっぱり本物

に触れるというので、子供の競技意識とか、あ
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のとき誰と会ったからというので、物すごく変

わる子がいるんだよね。相撲巡業のときでも、

横綱と写真撮って、それから、もう今大学生に

なっている子たちもいたりするし、そういうの

もしっかり考えてやってほしいなというのと、

あと、トレーニング室が控室にという話があっ

たけど、本当にトレーニング室、使うんです

か。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） トレーニ

ング室のですね、奥の今までダンス室だった床

張りのところがございます。そこにちょっと間

仕切りを引いて、１チーム入れる予定でござい

ます。 

○委員（成松由紀夫君） もうね、トレーニン

グ室のね、使用については、利用者さんからも

う、ちょっと触ると賛否両論あるよ、必ず。だ

けん、小アリーナば使うとだったら、あっちで

全部。しゃんもっでんトレーニング室使わんで

も、小アリーナで対応できるんじゃない。あれ

だけの広さだったら、間仕切りして、やるとい

うことになると。 

 トレーニング室必要かなというのは、意外と

ね、トレーニング利用者の人たちからね、事あ

るごとに、使える使えないでいろんなことがあ

るし、体育協会の何かな、お兄さんたちがやっ

ているんだろうけど、人を制限して、渋滞して

待っとってどうのこうのとか、そういう事案は

もうスポーツ振興課が日頃ちゃんと押さえてい

るからいいんだけども、トレーニング室は触ら

ないほうがいいんじゃない。どうですか。触ら

んほうがいいと思うよ、あそこは。また、いろ

いろ出てきて、体協がばしっと対応できればい

いけど。本村課長がまた休日出勤じゃないけ

ど、出ていってまた調整するとか、おかしなこ

とにならんね、利用者が……。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） 確かにト

レーニング室についてはですね、今、非常に多

くの利用があっておりますので、なるだけです

ね、そこに影響が出ないようにしたいというふ

うに思っております。 

 その中でですね、何とか諸室をですね、小ア

リーナ、もしくはそのほかにできるように検討

したいと。お金と相談しながら検討したいとい

うふうに思っております、はい。 

○委員（成松由紀夫君） お金と相談するんだ

ったら、収入増やしたほうがいいよ。利用者が

多いんだから。だから、小アリーナと、あと突

き当たりの部屋、何かダンスの部屋だっけ、あ

れ。あの辺も含めてやって、トレーニング室は

もう利用者さんに開放しとったほうが、いろん

なトラブルもないし、そのほうがいいと思いま

すよ。それで、ちょっと検討をよろしくお願い

します。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 それでは、これより採決いたします。 

 議案第１３２号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第８号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１５８号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第９号（関係分） 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第１５８

号・令和３年度八代市一般会計補正予算・第９

号中、当委員会関係分を議題とし、説明を求め

ます。 
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 それでは、まず、歳出の第６款・商工費につ

いて、経済文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（和久田敬史君） 議案第

１５８号・令和３年度八代市一般会計補正予算

・第９号中、経済文化交流部に関係する部分に

つきまして、小野次長が説明いたしますので、

よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） 経済文

化交流部、小野でございます。引き続き、よろ

しくお願いいたします。 

 説明につきましては、着座にて説明させてい

ただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） それで

は、議案第１５８号・令和３年度八代市一般会

計補正予算書・第９号の２ページをお願いいた

します。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額１億３１００万円を増額し、補正後の額を２

９億３９０５万７０００円としております。 

 続きまして、８ページをお願いいたします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費で、補正額１億３１００万円を増額し、補

正後の額を２１億４４５８万円としておりま

す。 

 なお、特定財源といたしまして、国庫支出

金、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金６５５０万円、県支出金、新型コロナ

ウイルス感染症対応総合交付金６５５０万円を

予定いたしております。 

 説明欄の新型コロナウイルス感染症対策事業

（安心なまちやつしろ推進）については、別紙

資料に沿って御説明いたします。 

 まず、本事業の目的でございますが、現在、

市内の飲食店や宿泊施設などでは、お客様が安

心して飲食ができる環境をつくるため、新型コ

ロナウイルス感染症防止対策を実施した店舗を

増やすことが求められております。そのため、

県の認証基準による認証店の増加及び予防対策

を図るため、安心なまちやつしろプロジェクト

に補助を行うことで、経済の活性化につなげる

ものでございます。 

 事業主体は、八代商工会議所に事務局を置

く、安心なまちやつしろプロジェクトでござい

ます。 

 事業内容につきましては、１、認証店以外の

飲食店等に対し、予防対策を実施し、認証店の

申請を行った店舗へ支援金を、２、既に認証を

受けている飲食店等については、新たな変異株

等に対応し、さらなる予防対策を進めるために

支援金を給付するものでございます。 

 予算の内訳ですが、支援金として１億２００

０万円、事務経費といたしまして１１００万円

でございます。 

 支援金の金額ですが、令和元年分における店

舗の売上高に応じ給付するものとし、売上高１

０００万未満の店舗に対し１４万円、売上高１

０００万以上３０００万未満の店舗に２８万

円、売上高３０００万以上の店舗に７０万円を

支給いたします。 

 支援金の積算根拠につきましては、市内の支

援金対象店舗数６７０店舗の約９割の申請を見

込んで積算しております。 

 対象店舗については、市内の飲食店、宿泊施

設などで、県の認証店であること、または認証

店の申請中の店舗としております。 

 申請期間につきましては、令和４年１月上旬

から２月末としております。 

 説明については以上でございます。御審議よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 今の話なんですけど、

これ、八代の認証店というのが６７０店舗ある

というような積算のところで出てるんですけれ
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ども、総数はどんだけあって、じゃ、今から認

証店以外の方にも補助金を渡したいという話な

んでしょう。それ、申請してもらわんと払われ

ん、補助金もやられんというような、だけん、

してください、認証店になってくださいという

ような事業だと思うとですけれども、未認証店

というのはどれぐらいあっとですか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 申請件数は店舗数６７０店ということで記載

してございますが、実はこの内訳でですね、認

証店は３３０店、今現在ございます。（｢３３

０」と呼ぶ者あり）はい、約３３０店。残り、

それ以外、つまり、まだ認証店を取ってないの

が３４０店舗あるというところでございます。 

 ですので、委員がおっしゃったように、残り

の３４０店舗につきましては、さらなる認証店

の取得を促すことを目的としておるところでご

ざいます、はい。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。未認証

が半分おるっていう話ですか。総数が６７０店

舗。分かりました、はい。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（百田 隆君） 未認証店が３４０店舗

あるということで、これを認証店にするために

どのような努力をされているのか、よかったら

教えてください。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 委員お尋ねの件でございますが、今現在、私

どもが１２月末までですね、行っております

が、新型コロナウイルス感染症対策で、予防対

策ということをしております。これ、各店舗で

予防対策、つまり、パーティションとかです

ね、そういうことをやられた店舗に対しては、

４分の３補助、上限１０万円ということで行っ

ております。 

 これを活用していただきながら、各店舗でパ

ーティションを購入したり、換気扇を改修した

り、そういうことを各店舗ではお願いをしてい

るところでございます。 

 さらに、この安心のまちやつしろプロジェク

トのほうではですね、これをさらに認証店とい

う県の基準に基づいて見回りに行かれてです

ね、足らない部分を御指導されて、今のよう

に、うちの補助を使われるなり、店舗さんが御

自分で準備されて、そういう予防対策を実施さ

れると。または大規模改修でございましたら、

県のほうの支援金を申請されてやられると。そ

ういうことの御指導をされているというところ

でございます。 

 以上でございます。（委員百田隆君「はい、

分かりました」と呼ぶ） 

○委員（成松由紀夫君） 認証店、未認証店、

いろいろある中で、担当課の御努力はよう分か

ります。一方でね、やっぱどうしても高齢者の

店舗の方々、そもそも手続が分からん。もうど

がんしても、どうだこうだというのがあって、

難しいというね、やはりそういう意見もある中

で、補助金ちゅうか、支援金の支給のときに、

私も大分周りの店舗の方には話をしたときに、

やっぱり何も分からんって言いなはるけん、何

分かんならんなら、何分からんまま窓口に行っ

たがいいですよと言ったら、ＴＳビルに行った

ら、手取り足取り、みんな課の職員さんたちが

総出でね、やっていただいているという現状も

分かったし。ただ、あれだけやっても半分なん

だなというのを考えると、やっぱりじゃあ本当

にどこまで困っとらすとかなということも考え

ないかんのだけど。 

 だけど、実際今度は県の支援金をもらうって

いうところで手続したら、もう県はまだ、こう

言っちゃいかんけど、難しい。分からん。県の

人とね、ちょっとやり取りして、県を批判する

わけじゃないけど、ちょっとやり取りしたら、
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八代はもっと早う出ますよ、もっと分かりやす

かったですよというような話をしたときに、八

代市さんからが一番クレームが多いですと。そ

れはそぎゃんだろうなと思ってね。八代の手続

が非常に簡素化していて分かりやすくて、ＴＳ

ビルに行ったら、職員さんたちがみんな表に出

てきて総出で手続を手伝っているというよう

な。あれだけね、やってて、半分というのは、

なかなかどうなんだろうなというのがあるんで

すけど。 

 今、百田委員はどういう努力をしているんだ

みたいなお話だったんでね。担当課が今、多分

もうフルスイングでやっているのは分かってい

る人は分かっているんだけれども、やっぱり半

分ということがあれば、またいろんな時宜を捉

えてというか、何らかの接触の場面があるとき

には一声かけていくような努力をしていただけ

ればなと思いますけど。 

 課長、どうですか、現状。もうこれ、今精い

っぱいやられているからね、なかなかこれ以上

難しかっですよというのもあろうかなと思うけ

ど。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 ありがとうございます。ちょっと私の御説明

不足だったと思います。 

 安心なまちやつしろプロジェクトっていうの

は昨年から実際動いておりまして、そこに対し

まして、予防対策、パーティションとか、それ

はもういち早くやっていただいてます。先ほど

申しました６７０店舗というのは、最低でもそ

こはもうやられてるという状況でございます。 

 今、認証店と申しますのは、全国的な基準を

基に県下のほうでですね、八代は、安心なまち

やつしろプロジェクトというところでするんで

すが、今まで行ってた予防対策をさらに、簡単

に言いますとワンランク上げたような形で、県

の基準に基づいて、さらに予防対策してもらう

という、そういう制度でございます。 

 ですので、一般的にこの３４０店舗というと

ころはですね、何もやってらっしゃらないわけ

ではなくて、基本的なことをやっている。た

だ、県の基準について、まだ足らない。さらに

そこを目指していただきたい。そうなりました

ら、今後、この認証店を基にですね、国や県の

ほうからいろんな補助メニューとか、基準が多

分指示してまいります。認証店でないと、お店

の時間、いわゆる営業時間が広く取れないと

か、そういうことがかかってまいりますので、

できるだけそういうところに皆さんを持ってい

っていただきたいと、そういうところでござい

ます。 

 ですので、すいません。私の説明不足だと思

うんですが、３４０店舗は何もされてないとい

うことではございません。 

 さらに、この認証店になりましたら、これ安

心なまちやつしろプロジェクトの事務局のほう

でもですね、再度巡回ということでやってらっ

しゃって、１回取って終わりではなくて、ちゃ

んとやってるかというのも見回りを定期的にさ

れてるというところでお伺いしております。 

 以上でございます。（委員成松由紀夫君「は

い、了解しました」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すいません、今の話な

んですけど、八代の認証店には６７０店舗はも

うなってらっしゃるという話。何かちょっとご

っちゃになってくっとですよね。県の基準の認

証店にはなっとらすばってん、さらに……。

（｢逆だろう」と呼ぶ者あり）どういうこと、

もう１回よかですか。訳分からんごとなりよ

る。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 申し訳ありません。もう一度御説明します。 

 今年の６月から認証制度というの始まりまし

た。その前に、安心なまちやつしろプロジェク
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トというのは昨年から実施してございます。安

心なまちやつしろプロジェクトで基本的な予防

対策はやりましょうということで進めてまいり

ました。その後に、今年の６月に認証制度とい

うのが全国的に入ってまいりました。全国的に

入ってまいりました。全国的にも、これは国の

ほうが認証制度という言葉を使われてやってい

らっしゃいますが、市のほうでこれまでやって

きました、安心のまちやつしろプロジェクトの

登録店舗、登録店舗の方々は、イコール認証店

にまではまだ基準的になれない。ちょっと差が

あるというところで。（委員成松由紀夫君「ハ

ードルが上がったですたいね」と呼ぶ）はい。

ハードルがちょっと先ほど言いましたが、何か

上がっているもんですから差があると。そうい

うところで、八代市内の６７０店舗、これは飲

食店、宿泊業者の飲食ブース的なとこです。そ

こは皆さん、基本的な予防対策は、安心のまち

やつしろプロジェクトの登録店としてできてい

らっしゃいます。 

 さらに、全国的な認証店を取得していただく

ためには、まだ３４０店舗ほどのところができ

てないので、そこを促したいというようなとこ

ろでございます。 

 すいません。以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

何となく分かったですよ、分かったですよ。八

代のは、国の基準からすれば、若干レベルが低

いんだなという話なんですよね。それは取っと

らすところもあるわけなんですよね。だけん、

そればまた増やしたいという話なんですけど、

これだけですね、もうやってきて、一生懸命や

ってこられて、百田委員も言わしたですけど、

これ以上に増やせるのかどうかって思うんです

よ。 

 さらにはですたい、この今回の予算のこの積

算ば見ればですよ、結構な、何ちゅうか、不用

額が結構出っとじゃなかろかて心配すっとです

よ。それ、出た場合は、それはまた次のまたコ

ロナ対策というとに使えるんですか。そこば心

配します。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 ありがとうございます。今回のですね、この

予算の見積り０.９ということで９掛けしてる

んですが、これにつきましては今年、昨年度に

なりますが、今年の１月から３月に飲食店の方

々に行いました飲食店等緊急特別支援金、俗に

言う３０万円支援いたしましたが、そのときの

申請割合になります、９割。今回のこの１４万

円につきましても、基本やってらっしゃるとこ

ろ、それと、やられようと申請されるところに

つきましては、もう八代商工会議所から支給を

していただきますので、今後の第６波等を考え

たら、このコンマ９の見込みというのは、私ど

もも可能ではないかというふうに今考えており

ます。（委員野﨑伸也君「余ったら」と呼ぶ）

不用額につきましては、ちょっと財政課のほう

とも話はしますが、そのほかに回せるのであれ

ば回してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。できれ

ばそぎゃんふうにしてもらったほうが、これか

らどんどんまだいろいろ事業せんばんて思うん

ですけど。 

 あと、認証店の人には、例えば１０００万未

満の売上げの方については１４万円、多分ここ

ら辺が結構多いんじゃないかなというふうに思

うんですよね。これは、さらなる予防対策して

くださいねというふうにお金を補助金として渡

すわけでしょう。予防対策をしてくださいねと

いうふうにやるんですよね。予防対策しなきゃ

いけないということですか。 

 例えば、さっき言いなったごて、また、何か

パーティション増やすとか、その中でまた領収

書等を出さんばんとかそういうのはあります

か。購入しましたよとかっていうの。 
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○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 今回の１４万円につきましては、商工会議所

のほうで支援金という形で支出していただきま

す。これにつきましては、内容、何を出してく

れとか、そういうことは一切しません。 

 ただ、商工会議所のほうでですね、支援金受

け取った場合、いろんなことをこのお店のほう

で、例えば、うちこういうサービスやってます

と、何かそうサービス的なところをやってくだ

さいというようなことも考えられていらっしゃ

るみたいです。 

 ですので、この受取りに関してはもうそのま

まお渡しをして、あとは個店のサービスを充実

していただくというようなことを商工会議所の

ほうで促していただくというようなことになり

ます。 

○委員（野﨑伸也君） よく分かりました。あ

りがとうございます。 

○委員長（増田一喜君） ほかありませんか。 

○委員（堀口 晃君） 冒頭のですね、野﨑委

員の今質問の中で、認証店が３３０店舗で、３

４０店が未認証であると。ただ、この６７０店

舗は、安心なまちやつしろプロジェクトにほぼ

ほぼもう入っていらっしゃるというような、こ

んなお話だったですよね。最初ちょっと私もニ

ュアンスが違ったんですけども。県の状況があ

ってというようなことで、ハードルが上がって

いる部分があって、それに３３０店舗が今加入

されていると。未認証店が３４０。 

 じゃあ、実際にその安心まちづくりプロジェ

クトに、今ほぼほぼ６７０店舗はしてらっしゃ

るんですけども、それ以外の分は何か把握され

ている部分がございますかね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 安心なまちやつしろプロジェクトにですね、

いわゆる未登録というか、そういうところにつ

いては、数字的なところは申し訳ありませんが

把握はしておりません。 

 ただ、関係する飲食店の業界さん、いわゆる

社交業さんとか、いろんなところのですね、組

合さんに今回お声をかけられて、さらに、そう

いう組合さんへの加入、それと予防対策を徹底

するということで今回進めていただくというよ

うなお話になっております。 

 以上です。 

○委員（堀口 晃君） 私が知り得るところ、

これ、約の話なんですけど、大体やっぱり１０

００店舗ぐらいあるというような話は聞いとっ

とですよね。そのうちの６７％っていうような

ところで今認識しとっとばってんが、あと３０

０店舗ぐらいのところはまだ、安心なまちやつ

しろプロジェクトにも登録もしていないという

ようなところもあるやに聞いとっとですよね。 

 そこも含めてですね、今回の部分のこの認証

という部分を推奨していっていただければ、も

っと違う形になっとかなと思いますんで、よろ

しくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） 要望でよろしいです

か。 

○委員（堀口 晃君） はい、要望です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、第６款・商工費についてを終了しま

す。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時５８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５９分 本会） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第５款・農林水産業費について
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農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（福田新士君） 議案第１５８

号・令和３年度八代市一般会計補正予算・第９

号中、当委員会に付託されました農林水産部関

係分で、農林水産業費におきまして、豊田農林

水産部次長が説明いたします。よろしくお願い

いたします。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） それでは、

議案第１５８号・令和３年度八代市一般会計補

正予算・第９号中、農林水産部関係について、

着座にて説明させていただきます。失礼しま

す。 

 予算書の８ページをお願いいたします。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、新型コロナウイルス感染症対策

事業、農林漁業経営安定資金特別支援金で１３

２０万円を計上しております。 

 内容は、新型コロナウイルス感染症拡大の影

響により収入が減少し、経営が悪化した農林漁

業者で、事業継続に必要な運転資金を確保する

ために、国や県が創設した新型コロナウイルス

対策セーフティネット資金、または新型コロナ

ウイルス対策緊急支援資金を借り入れた方々を

対象にしまして、経営の早期回復を後押しする

ことを目的として、個人事業者に１０万円、法

人に２０万円の農林漁業経営安定資金特別支援

金を支給するものでございます。 

 なお、特定財源としまして、全額国の新型コ

ロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を

予定しております。 

 詳細につきましては、お配りしております資

料を御参照ください。 

 以上、一般会計補正予算・第９号中、農林水

産部関係分の説明を終わります。御審議のほど

よろしくお願いします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今回の事業なんですけ

ど、１３２０万ということなんですが、積算し

てあるんですけど、これ事務費が入ってないん

ですけど、事務費どやんしてあっとですか。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 事務費って

いうのは郵送とかそういうもので、対象になら

れる方々には通知申し上げまして、申請してい

ただくということになっております。 

 特段、大きな事務費は、ここには郵送料ぐら

いで発生しませんので、通常の事務費で処理し

ております。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。いや、

先ほど商工費のほうで事務費というのが結構な

額あったんで、こちらは大丈夫かなというのが

心配で今お聞きしましたけど。ということは、

担当課で処理されるということですよね。担当

課ですね。（農林水産部次長豊田浩史君「は

い」と呼ぶ） 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。引き続き

なんですが、今回法人の方が２０万、個人事業

者が１０万円というようなことなんですけれど

も、これ資金借り入れた方に対してお渡しする

というようなことですよね。支援金ですよね。 

 これ、借り入れている方々が、その借入金が

ですよ、最低幾らで最高幾らというのが分かっ

ているんですか。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 全ての方が

運営資金で借入れをされております。最低で約

２００万円の借入、最大では１０００万円を超

える借入ということで把握しております。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。何でこ

れ聞いたかというと、それぞれに借りられた方

っていうのが、金額が違うのに何で一律なのか

なというのがあったんですよ。そこの検討とい

うのはなかったんですか。 

○農林水産部次長（豊田浩史君） 事業を設計
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しますときに、そういう部分も検討いたしまし

た。それで、コロナ関係の給付金は一律の給付

というのを原則としておりますので、借入金に

応じて支給額を変えると、補助金的な性格にも

なりますので、そういうところをですね、ちょ

っと注意しなければならなかったという、この

財源としての対応がなかなか難しくなるのでは

ないかというところもありましたので、借り入

れられて事業再建、継続再建させようという努

力されている方々に一律の給付支給というふう

にしたところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。いろい

ろな検討されたということで理解いたします。 

 以上です。 

○委員長（増田一喜君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第１５８号・令和３年度八代市一般会計

補正予算・第９号中、当委員会関係分について

は、原案のとおりに決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１１時０５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時０６分 本会） 

◎議案第１３９号・令和３年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３９号・令和３年度八代市水

道事業会計補正予算・第１号を議題とし、説明

を求めます。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり）水道局の松田でございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 それでは着座にて説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 議案第１

３９号・令和３年度八代市水道事業会計補正予

算・第１号について御説明いたします。 

 予算書の１ページをお願いします。 

 今回の補正予算は、債務負担行為の設定でご

ざいます。令和４年４月１日から執行すべき業

務でございまして、年度開始前に入札等の契約

事務を行うため、債務負担を設定するものでご

ざいます。 

 ５ページの債務負担行為に関する調書をお願

いします。 

 今回設定する債務負担行為の事項は、水道事

業水質検査業務委託で、毎年入札で請負業者の

選定、契約を行っております。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） すいません。これ前期

は限度額お幾らだったですか。同じですか。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 令和３年

度は４１０万６０００円で予算を計上してま

す。すいません。契約額につきましては、３５

４万２０００円で、令和３年度は入札をしてい

るところです。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（増田一喜君） ないようです。以上

で質疑を終了します。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第１３９号・令和３年度八代市水道事業

会計補正予算・第１号については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４０号・令和３年度八代市簡易水道

事業会計補正予算・第１号 

○委員長（増田一喜君） 次に、議案第１４０

号・令和３年度八代市簡易水道事業会計補正予

算・第１号を議題とし、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 引き続き

よろしくお願いいたします。 

 それでは着座にて説明させていただきます。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○水道局理事兼局長（松田仁人君） 議案第１

４０号・令和３年度八代市簡易水道事業会計補

正予算・第１号について御説明します。 

 予算書の１ページをお願いします。 

 今回の補正予算は、債務負担行為の設定でご

ざいます。 

 先ほど水道事業会計でも御説明しましたが、

令和４年４月１日から執行すべき業務で、年度

開始前に入札等の事務を行うため、債務負担を

設定するものでございます。 

 ５ページの債務負担行為に関する調書をお願

いします。 

 今回設定する債務負担行為の事項は、簡易水

道事業水質検査業務委託で、毎年入札で請負業

者の選定、契約を行っております。 

 以上で説明を終わります。御審議方よろしく

お願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。 

 質疑ありませんか。ないですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたします。 

 議案第１４０号・令和３年度八代市簡易水道

事業会計補正予算・第１号については、原案の

とおり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１１時１１分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１２分 本会） 

◎議案第１４５号・指定管理者の指定について

（八代高等職業訓練校） 

◎議案第１４６号・指定管理者の指定について

（八代市がらっぱ広場、八代市こいこい広場） 

◎議案第１４７号・指定管理者の指定について

（八代市日奈久温泉センター、東湯） 

◎議案第１４８号・指定管理者の指定について

（八代市産地形成促進施設東陽交流センター

「せせらぎ」、八代市農林産物等直売施設「菜

摘館」） 

◎議案第１４９号・指定管理者の指定について

（八代市総合体育館、八代市テニスコート、八

代市弓道場、八代市球技場、八代市民プール、

八代市民球場、八代市立武道館、八代市相撲

場） 

○委員長（増田一喜君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 
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 なお、議案第１４５号・八代高等職業訓練校

に係る指定管理者の指定について、議案第１４

６号・八代市がらっぱ広場及び八代市こいこい

広場に係る指定管理者の指定について、議案第

１４７号・八代市日奈久温泉センター及び東湯

に係る指定管理者の指定について、議案第１４

８号・八代市産地形成促進施設東陽交流センタ

ー「せせらぎ」及び八代市農林産物等直売施設

「菜摘館」に係る指定管理者の指定について及

び議案第１４９号・八代市総合体育館、八代市

テニスコート、八代市弓道場、八代市球技場、

八代市民プール、八代市民球場、八代市立武道

館及び八代市相撲場に係る指定管理者の指定に

ついては、関連がありますので本５件を一括議

題とし、採決については個々に行いたいと思い

ます。 

 それでは、本５件について一括して説明を求

めます。 

○経済文化交流部長（和久田敬史君） 議案第

１４５号から第１４９号、すなわち指定管理者

の指定につきましては、小野次長が一括して説

明をいたしますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） 指定管

理者の指定について御説明させていただきま

す。 

 なお、説明につきましては着座にてよろしく

お願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） それで

は、資料でございますが、１２月定例会議案書

のほかに、別紙資料、指定管理者の指定につい

てと併せて御説明いたします。 

 それでは、議案書の目次をお開きください。 

 議案第１４５号から第１４９号まで、当部が

所管いたします施設のうち、５件１５施設の指

定管理者の指定につきまして議決をお願いする

ものでございます。 

 提案理由ですが、いずれも本市が設置する公

の施設の指定管理者を指定するためには、地方

自治法第２４４条の２第６項の規定によりまし

て、議会の議決を得る必要があるためでござい

ます。 

 それでは、議案書の５ページをお願いいたし

ます。 

 まず、議案第１４５号でございます。 

 施設名は、八代高等職業訓練校、指定管理者

となる団体は、職業訓練法人八代職業訓練運営

会、指定の期間は令和４年４月１日から５年間

でございます。 

 続きまして、議案第１４６号でございます。 

 施設名は、八代市がらっぱ広場及び八代市こ

いこい広場、指定管理者となる団体は、まちな

か活性化協議会、指定の期間は令和４年４月１

日から３年間でございます。 

 続きまして、議案第１４７号でございます。 

 施設名は、八代市日奈久温泉センター及び東

湯、指定管理者となる団体は、一般社団法人八

代弘済会、指定の期間は令和４年４月１日から

３年間でございます。 

 続きまして、議案第１４８号でございます。 

 施設名は、八代市産地形成促進施設東陽交流

センター「せせらぎ」及び八代市農林産物等直

売施設「菜摘館」、指定管理者となる団体は、

株式会社東陽地区ふるさと公社、指定の期間は

令和４年４月１日から３年間でございます。 

 続きまして、議案第１４９号でございます。 

 施設名は、八代市総合体育館、八代市テニス

コート、八代市弓道場、八代市球技場、八代市

民プール、八代市民球場、八代市立武道館、八

代市相撲場、指定管理者となる団体はＮＰＯ法

人八代市体育協会、指定の期間は令和４年４月

１日から５年間でございます。 

 それでは、詳細について、別紙において御説

明いたします。指定管理者の指定についてを御

覧ください。 
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 それでは、２ページをお願いいたします。 

 初めに、議案第１４５号・八代高等職業訓練

校でございます。 

 施設の概要は記載のとおりでございます。 

 指定の期間は５年間、委託料はありません。 

 候補者の概要については記載のとおりでござ

います。 

 指定の経緯でございますが、前回までと同

様、非公募としておりまして、令和３年９月２

４日に選定手続要項を先方に提示してありま

す。提出期限を１０月１５日としておりまし

て、１１月２日実施の選定委員会にて、事業者

からのプレゼンテーションや事業者へのヒアリ

ング等を行い、同１２日に指定管理者候補者が

選定されたところです。 

 今後の日程でございますが、議会にて指定の

議決を受けた後、速やかに指定通知及び指定の

告示を行います。その後、３月までに協定の締

結を終え、４月１日から指定管理の運営開始を

予定しております。 

 選定委員会の委員を掲載しております。委員

８名のうち、吉田税理士様はじめ４名が外部委

員となっております。 

 なお、選定結果については、後ほどまとめて

御説明いたします。 

 続きまして、議案第１４６号・八代市がらっ

ぱ広場及び八代市こいこい広場の２施設でござ

います。 

 施設の概要は記載のとおりでございます。 

 指定の期間は３年間、委託料は、各年度ごと

に、八代市がらっぱ広場が１３万６０００円、

八代市こいこい広場が２３万５０００円、合わ

せまして３７万１０００円。３年間合計で１１

１万３０００円となっております。 

 候補者の概要については記載のとおりでござ

います。 

 指定の経緯でございますが、こいこい広場に

つきましては、新規の指定管理者制度導入とな

りますが、がらっぱ広場と一体となって指定管

理者を選定することで、中心市街地ににぎわい

や交流の場を創出することができることから、

一括での候補者の選定としたところです。 

 募集につきましては、前回のがらっぱ広場と

同様に非公募としておりまして、令和３年９月

２４日に選定手続要項を先方に提示してありま

す。提出期限を１０月１５日としており、１１

月２日に選定委員会を行い、同１２日に指定管

理者候補者が選定されたところです。 

 今後の日程でございますが、議会にて指定の

議決を受けた後、速やかに指定通知及び指定の

告示を行います。その後、来年３月定例会にて

予算案を提案し、議決をお願いいたしまして、

３月までに協定の締結を終え、４月１日から指

定管理の運営開始を予定しております。 

 選定委員会の委員につきましては、議案第１

４５号と同様でございます。 

 選定結果につきましては、同じく、後ほど説

明いたします。 

 続きまして、議案第１４７号・八代市日奈久

温泉センター及び東湯の２施設でございます。 

 施設の概要は記載のとおりでございます。 

 指定の期間は３年間、委託料は、令和４年度

より２３００万、３年間合計で６９００万とな

っております。 

 候補者の概要については記載のとおりでござ

います。 

 指定の経緯でございますが、この２施設につ

きましては、１０月１日より公募を開始し、同

１８日に公募を締切りましたが、申請がなかっ

たことから公募内容の見直しを行い、１０月２

９日に再公募を行ったところ、１１月８日まで

に２団体の申請がありました。同１１日に選定

委員会を開催し、同１２日に指定管理者候補者

が選定されたところです。 

 今後の日程につきましては、先ほどと同様で

ございます。 
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 選定委員会の委員につきましては、委員９名

のうち５名が外部委員となっております。 

 選定結果については、後ほど御説明いたしま

す。 

 続きまして、議案第１４８号・八代市産地形

成促進施設東陽交流センター「せせらぎ」及び

八代市農林産物等直売施設「菜摘館」でござい

ます。 

 施設の概要は記載のとおりでございます。 

 指定の期間は３年間、委託料は、令和４年度

より１２６１万７０００円、３年間合計で３７

８５万１０００円となっております。 

 候補者の概要については記載のとおりでござ

います。 

 指定の経緯でございますが、前回まで公募に

より事業者を募集しておりましたが、今回、指

定管理者制度の運用指針及び第三セクター等へ

の関与に関する基本指針に照らして検討した結

果、非公募により選定することが適当であると

判断いたしまして、手続を進めたところでござ

います。 

 令和３年１０月１１日に選定手続要項を先方

に提示しております。１１月２日に選定委員会

を行い、同１１日に指定管理者候補者が選定さ

れたところでございます。 

 今後の日程については、先ほどと同様でござ

います。 

 選定委員会の委員については、委員９名のう

ち５名が外部委員となっております。 

 選定結果については、後ほど御説明いたしま

す。 

 続きまして、議案第１４９号・八代市総合体

育館ほか７施設でございます。 

 施設の概要は記載のとおりでございます。 

 指定の期間は５年間、委託料は７４３０万８

０００円、５年間合計で３億７１５４万円でご

ざいます。 

 候補者の概要については記載のとおりでござ

います。 

 指定の経緯でございますが、前回までと同

様、非公募としておりまして、令和３年９月１

日に選定手続要項を先方に提示してあります。

提出期限を９月３０日としており、１１月２日

に選定委員会を行い、同１２日に指定管理者候

補者が選定されたところです。 

 今後の日程につきましては、先ほどと同様で

ございます。 

 選定委員会の委員につきましては、委員９名

のうち５名が外部委員となっております。 

 選定結果については、これから御説明させて

いただきます。 

 それでは、選定結果について御説明いたしま

す。 

 審査結果につきましては、１３ページのほう

を御覧ください。 

 ５つの選定項目のうち１については適否を判

断し、２から５の４項目については点数化し

て、それぞれ２００点満点で評価してありま

す。 

 まず、八代高等職業訓練校の候補者でござい

ますが、１については適しているとの判定で、

評価の合計点が１４７.９点となっておりま

す。 

 次に、八代市がらっぱ広場及び八代市こいこ

い広場の候補者でございますが、１については

適しているとの判定で、評価の合計点が１５

８.２点となっております。 

 次に、八代市日奈久温泉センター及び東湯の

候補者でございますが、こちらにつきまして

は、次のページの資料を御覧ください。 

 ２団体の評価については、１については、ど

ちらも適しているとの判定で、評価の合計点が

それぞれ１５５.５点と１５２.２点でありまし

た。さらに、市内業者の優遇措置として、八代

弘済会に１０点が加算され、１６５.５点とな

り、八代弘済会が選定されたところでございま
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す。 

 すいません、前のページにお戻りいただきま

して、次に、八代市産地形成促進施設東陽交流

センター「せせらぎ」及び八代市農林産物等直

売施設「菜摘館」の候補者でございます。 

 １については適しているとの判定で、評価の

合計点が１６３.７点となっております。 

 最後に、八代市総合体育館ほか７施設の候補

者についてですが、１については適していると

の判定で、評価の合計点が１６９点でございま

した。候補者選定の基準が配点の２００点中１

２０点以上となっておりますので、５件の候補

者、いずれも基準を満たしているというところ

でございます。 

 なお、議決を受けた場合には、年度内に協定

締結の手続を行いますことから債務負担行為の

設定が必要となりますので、別途、一般会計補

正予算・８号にて、それぞれの年数、限度額に

応じた債務負担の設定をお願いしているところ

でございます。 

 説明については以上でございます。御審議方

よろしくお願いいたします。 

○委員長（増田一喜君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） いろいろ何施設もです

ね、説明いただきました。前期から比べて、そ

れぞれの施設っていうのは、委託料だったりと

か、あとは納付金だったりとかっていうのは上

がったり下がったりというのは、どのようにな

ってます。 

○委員長（増田一喜君） どなたが答えられま

すか。 

○経済文化交流部次長（小野高信君） 上から

順番に言いますと、議案第１４５号の高等職業

訓練校につきましては、委託料のほうはこれま

で同様発生しておりません。 

 がらっぱ広場、こいこい広場についてもです

ね、がらっぱ広場については前回と変わってお

りませんけれども、こいこい広場のほうが、新

しく委託料のほうが発生しているという状況で

す。 

 議案第１４７号の日奈久温泉センター及び東

湯につきましては、前回に比べて委託料のほう

は上がっております。 

 議案第１４８号・八代市産地形成促進施設東

陽交流センター「せせらぎ」及び「菜摘館」に

つきましても、前回の指定管理よりも金額のほ

う上がってきております。 

 議案第１４９号の八代市総合体育館ほか７施

設につきましては、金額としてはほぼ変わりま

せんけれども、これまで市のほうで予算措置を

していた分を体育協会のほうに移管したという

ことで、金額的には少し一応上がっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今、ほぼほぼ上がって

ますよというような話だったんですけど、その

理由とか、何か方針があってからっていう話で

すか。 

○委員長（増田一喜君） 上がった理由です。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 うちのほうの所管施設で申しますと、今回が

らっぱ広場に対して、こいこい広場を新たに追

加したというところになってございます。 

 積算の根拠といたしましては、電気料、水道

料とＷｉ－Ｆｉ等の通信料、修繕費、あと清掃

費と運営費、さらに利用料も見込みましてのト

ータルの金額として出させていただいたところ

でございます。 

 新規でございますので、こいこい広場とこれ

までの利用を勘案した上で選定基準を積算した

というところでございます。 

 以上でございます。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治
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君） こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者

あり）観光・クルーズ振興課の南です。よろし

くお願いいたします。 

 私のほうで所管します日奈久温泉センター及

び東湯の件ですけども、こちらのほう、前回ま

では納付施設ということで、市が委託料を払う

のではなくて、収益の一部を八代市に納めてい

ただくというような指定管理を行っておりまし

たけども、前期の５年間ですね、指定管理いた

しましてから５年間ずっと赤字という中で納付

金を納めてきていただいておりましたので、積

算のほうをですね、八代市が定めている積算の

基準で積算いたしまして、納付金を納めていた

だける施設ではないという判断をいたしまし

て、今回から委託料を支払うというところで計

算をしたところです。 

 以上です。 

○東陽支所理事兼地域振興課長（小堀千年君） 

 東陽支所、地域振興課、小堀でございます。

私のほうからは、せせらぎと菜摘館の基準額の

増加理由について説明させていただきます。 

 今回の基準額は１２６２万２０００円でござ

いました。前回の基準額７６９万円から比較し

ますと４９３万２０００円の増額となっており

ます。 

 主な増減理由といたしましては、収入減によ

る増が一番大きくて、１００６万４０００円で

ございます。支出につきましては、現在、管理

運営状況により従業員数及び配置の見直しを行

ったことから、人件費は７３９万３０００円ほ

どの減となりましたけれども、施設管理費のほ

うが、燃料費の単価増やまた今度は道の駅東陽

管理運営に関わる経費増によりまして２００万

ほど増加したとということで、前回より４９３

万２０００円ほど増額となったところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○スポーツ振興課長（本村秀記君） 八代市の

体育施設８施設でございますけども、前回の年

間がですね、委託料が７１７０万７７８円でご

ざいました。今回積算するに当たり、前回と全

く同じ内容です。前回と全く同じ内容で積算し

た場合６９８４万２５３３円ということでです

ね、約１８６万５０００円ぐらい削減をしてお

ります。全く同じ内容ならですね。 

 ただ、これまで一般会計とか直接支払ってい

た部分がございまして、これが鏡の体育施設の

受付、そしてＷｉ－Ｆｉの通信費、そしてトレ

ーニングアドバイザー、これは他市でですね、

トレーニング中の事故がございまして、その３

つを合わせて４４６万５４９７円ということ

で、これを加えて７４３０万８０００円になっ

たというようなところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。いろい

ろとですね、積算していただいて、理由があっ

てっていうような話だったんで、納得したとこ

ろなんですけれども、また、体育施設について

は大分御検討いただいたのかなというふうには

思いました。 

 あとですね、ちょっと２つ、ちょっと思った

んですけども、八代市日奈久温泉センター（ば

んぺい湯）については、今回一般社団法人八代

弘済会、前回も弘済会さんだったですか。とい

うのが、ちょっと確認したかったのが、前回は

赤字で納付されてたんですよね。というのがず

っと赤字で納付されてきたところじゃないとこ

ろ、今回指定管理業務委託を取られたというこ

とですよね。 

 今回、そこが前回の方が取られているなら何

の問題もないなというふうに思ったんですけ

ど、赤字は被られるところがそのままもう次は

取られないっていう話。次回から今度はもう弘

済会さんのほうには委託料ば払うんだというの

は、ちょっと何か、どうも腑に落ちないところ

があっとですけれども。 
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 というのが１つと、あと、せせらぎと菜摘館

が今回から非公募になってますよね、という説

明だったんですけれども、いろいろ説明され

て、結局いろいろ指針とか方針とかが、それに

照らし合わせたときに、非公募が合致するんだ

というような説明だったんですけど、どこら辺

が合致するのかが、ちょっといまいち具体的に

分かんないんですよ。何でか、そこば２つ。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 私のほうからまず、日奈久温泉センター

の指定管理者が変わったことについて御説明さ

せていただきます。 

 前回というか、今の期間は指定管理を受けら

れるときに、社の提案として毎年納付金を納め

ますよということで提案いただいて、それを確

実に履行いただいたというところで、毎年納付

金を納めていただいたということになってま

す。 

 今回、積算をいたしまして、納付金を頂くの

は難しいだろうというところでの積算をしてで

すね、公募をいたしました。その中で、現在指

定管理いただいているところも同じく手を挙げ

ていただいたところでございます。 

 これは公募で、それぞれのですね、提案内容

を審査させていただいてというところになりま

すので、審査結果に基づいて弘済会さんのほう

が、提案が優れていたというところでの今回の

候補者ということになりますので、そこはちょ

っと制度上ですね、提案いただいた中から審査

して選定するというところでの手続を踏んだと

いうところになります。 

○東陽支所理事兼地域振興課長（小堀千年君） 

 野﨑委員２つ目の質問のほう、今回非公募と

した理由の部分でございますが、公の施設の指

定管理者制度に関する運用指針、これにおきま

して、非公募でできる場合の１つに、施設の管

理を行わせる目的で市の出資により設立された

法人等に管理を行わせる場合で、公募によらな

い合理的な理由があると認めるときという、こ

ういった規定がございます。 

 株式会社東陽地区ふるさと公社は、せせら

ぎ、菜摘館の管理運営を行うため旧東陽村で設

立されまして、現在八代市が引き継いでいる第

三セクター法人でございます。１００％八代市

が出資している法人というのが１つの理由でご

ざいます。 

 それと、合理的な理由として、次の３点がご

ざいます。 

 １つが高い地域貢献度、それと２つ目に、施

設の設置目的と組織の設置目的が合致している

と、それと安定した管理運営であると。この辺

が合理的な理由としたところなんですが、今言

いました３点ですね。 

 理由としまして、まず、高い地域貢献度でご

ざいますが、このふるさと公社は、地域住民で

組織する出荷組合と一体となった地元産品の販

売や販路拡大を行うなど、地元との連携と信頼

関係のある地域に根差した団体でございまし

て、今後も地域利用者に目を向けた運営が期待

できる地域密着度が高い組織であるというのが

１つの理由であります。 

 ２番目に申しました施設の設置目的と組織の

設置目的が合致しているという部分でございま

すが、この各施設の設置目的が観光振興と交流

人口の拡大でございまして、ふるさと公社の設

置目的とも合致している。 

 それと、安定した管理運営という部分、これ

につきましては、サービス向上のための自主事

業や管理経費の縮減など、適切な管理運営に努

めていることが評価できるなどということか

ら、合理的な理由があるというふうに判断した

ところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ばんぺ

い湯のほうですけれども、よくよく考えて、赤

字というのはコロナの関係のでっていうような
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話なのか。でよかですかね。違う。赤字という

のは、もう自治体の収入減が、なかなか集客が

難しかっていう話なんですよね。多分ここには

補助金とかっていう支援とか、赤字出したとき

のコロナの支援とかというのがあったんじゃな

いかなというふうに思うんです。そこら辺どう

ですかね。赤字分に対して。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和治

君） 委員のおっしゃるとおり、もともと提案

いただいたとき、自社でですね、提案いただい

て、こんな運営ができるんだということで提案

いただいた目標からすると、集客がそれだけ得

られなかったというところで、毎年、自分のと

ころの目標とずれたところで赤字というところ

になってます。 

 令和２年度につきましては、コロナの影響

で、それ以上の赤字が出てますので、それにつ

きましては、ほかの指定管理施設と同じように

計算をいたしまして、その分は同じような基準

で補塡させていただいております。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。あと、

せせらぎのほうなんですが、菜摘館のほうなん

ですけれども、いろいろと貢献度だったりと

か、いろいろと話、中の内容を精査されてから

今回改めて非公募という話だったですけど、で

あれば、そういったいろいろ考えはあるんです

けど、前期のほうからですね、そういうふうに

最初からもうやっとっていただければなという

ふうには思ってたんですよね。今、思ったんで

すけど、何で１回募集したんかなというのがあ

ってですね。高い地域貢献度とかいろいろあっ

たんで、確かにそうだよねっていうような話に

も納得したんですけど。それであれば、そうい

うところは、最初から非公募でも別に問題ない

んじゃないですかっていうような思いなんです

けれども。 

 今のは意見で捉えていただければと、はい。 

○委員長（増田一喜君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 以上で質疑を終了し

ます。 

 意見がありましたらお願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 これより採決いたしますが、採決は議案ごと

に行いますので、よろしくお願いいたします。 

 なお、採決は挙手により行いますが、挙手し

ない者は反対とみなします。 

 まず、議案第１４５号・八代高等職業訓練校

に係る指定管理者の指定については、可決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 次に、議案第１４６号・八代市がらっぱ広場

及び八代市こいこい広場に係る指定管理者の指

定については、可決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 次に、議案第１４７号・八代市日奈久温泉セ

ンター及び東湯に係る指定管理者の指定につい

ては、可決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 次に、議案第１４８号・八代市産地形成促進

施設東陽交流センター「せせらぎ」及び八代市

農林産物等直売施設「菜摘館」に係る指定管理

者の指定については、可決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 
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 次に、議案第１４９号・八代市総合体育館、

八代市テニスコート、八代市弓道場、八代市球

技場、八代市民プール、八代市民球場、八代市

立武道館及び八代市相撲場に係る指定管理者の

指定については、可決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（増田一喜君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 執行部は御退室願います。 

（執行部 退室） 

○委員長（増田一喜君） 次に、本委員会に付

託となっている請願、陳情はありませんが、郵

送等にて届いております要望書については、タ

ブレット端末にて御確認願います。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は委員長に御一任願いたいと思いますが、これ

に御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（増田一喜君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、水道事業に関する諸

問題の調査、以上の２件です。 

 当委員会の所管事務調査について何かありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） ないようです。 

 以上で、所管事務調査２件についての調査を

終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（増田一喜君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。 

 これをもって、経済企業委員会を散会いたし

ます。 

 

（午前１１時４６分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    令和３年１２月１４日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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